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1 . 背景

熊本県立盲学校では， 小学校1年生に進学するとき

に点字の授業が始まる． この際， 点字の授業の教具と

して点字学習用PCソフトと点字タイプライターが用

いられる． しかし，全盲児には 「 一人ではPCを起動

してソフトを使用する事が出来なしリという問題があ

る． また， 点字タイプライターでは，「紙が排出される

までは教師が正誤を確かめられないJ「自分で、打った点

字をまだ
、
十分に触読で、きない」 という問題もある ． こ

のような状況下での授業は， 教師と児童双方の負担が

大きい． また，点字入力後のフィ ードパックにタイム

ラグがあるため，学習意欲を維持することが出来ず 「点

字の勉強は嫌しリという生徒が出てしまっていた ．

視覚障害者向けの日常補助器具は市販されているも

のの「高価・多機能すぎて複雑・大きい ・ 重しリ物が
多く， 教師が 「この子たちを教えるのにこうあって欲

しい」 としづ要望に合う教具はかなり少ないという現

状があった ．

このような盲学校の状況を知り，学習玩具のように

簡単な 操作性で，児童が安心して自由に扱え，入力し

た文字を即座に音声で読み上げるポータブノレな点字タ

イプ練習機を製作し贈呈することにした

2. 音声ガイド式ポータブル点字タイプ練習機

全盲の児童は，自らの行動に対し音声で応答するも

のや，形状を触って確認、で、きるものに強し、興味を抱く ．

そこで，盲学校の打ち合わせの結果，教具の仕様要求

を次のように決定した ．

・一人で起動 ・ 操作 ・ 終了までできること

－入力した文字を1 文字毎に音声で即座に自動返

答し，正誤を確認できること

－入力を録音でき， 何度でも再生できること

・再生時は， 点字授業時の指導内容に即した

文章として読み上げること

－子供でもキ一入力が軽快にできること

－学校だけでなく自宅でも使えるポータブルタイプ

以上の仕様を満たすため
・音声合成モジュ ーノレ（Strawberry Linux, ATS001B) 

· PIC18F2520

を用いて， PICで入力した点字の位置を判断し， 音声
合成モジュ ーノレへ発話命令を送信することにより，入

力文字を即座に発話する練習機（図1） を製作した．
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図1. 音声ガイド式ポータブソレ点字タイプ練習機

3. 製作講習会
工学部1, 2年生対象とし後期が始まる9月末より

工学部全学科でのポス ター掲示およびメ ーノレによる募

集を行い， 1年生5名，2年生2名の計7名より受講

申し込みがあった ． 講習会は，受講生を3 グルー プに

分け， 各グ
、
ループ1台を製作することにし，毎週1 回

放課後2 時間ずつの予定（23年10月から12月）で実施

した． 講習会の内容を表1 に示す．

参加した学生は，学科・学年が異なるため技術的な

予備知識にかなり差があり， 講習時間内でその技量差

を全て埋めるのは困難なため， 講習会の方向性を 「製

作体験Jと位置付けた ． 全ての回でそれぞれ異なる基

本課題の理解と製作工程に取り組んでもらい（図2,

3），最後に全てをまとめて製品に組み上げるように計

画した． 部品加工は， ものクリ工房の安全講習を受講

したうえで， ものクリ工房の機器を利用した

4. 盲学校への贈呈

平成23年12月20 日に熊本県立盲学校で贈呈式を

行い，学生代表者2名が小学校1年生3名へ練習機を

手渡し，操作説明を行った（図4）. 手渡された練習機

の使用を始めた児童は 「うれしかったで、す」等の文章

を入力 ・ 再生し点字遊びに夢中になっていた．

5. 反響

贈呈式はNHK熊本放送，RKK 熊本放送，KAB熊

本朝日放送および熊本日日新聞の4社からの取材があ
り，贈呈の様子と学生のインタビュ ーが当日のニュ ー

ス（図5） および翌日の朝刊で取り上げられたまた，

24年2月には，日4熊本 「 FMKMorning Glory」 の
「 ヒュ ーマン ・ ラボ」のコ ーナーでも取り上げられた．




